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図“1.閉そく方式の披移
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図-2 信号憾の推移
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られ，以後全国に普及し， 図-4 転てつ機，踏切型車線機の推移

腕木式の電気信号線はだ

んだんこれに位き換えら

れる情勢にある。

大阪電気軌道会社天理

線に， 列車集中制御装置

が 11 年に設備されたが，

国鉄においてはこの設耐l

tまない。

12 ・ 3 大津 ・京 1郎聞で111

内信号機の試験が行われ

たが，いまだ設備されな

L 、。

12 ・ 8大阪駅城東線の発

着線を自動述!1i!J装置とし

た。

12 ・ 9 室岡ili総 \'ì~狩 ・ 礼文

聞の小腕信号坊がトンネ

ノレ内に在り， J並EEの受授

が困難なため，運転方向 "..  " 陸 地 . .‘・・ 0・ "‘幡随 10 u'.." 111 
与11 ("Z 24-凶e目。 'J

てこを使用した連動閉塞式を採用 ， 20 ・ 12 函館本線軍川・森間の

一線士目線(う回線)に伴ない，上下列車回数の差がはなはだしく

迅粟の調節閤1l(1のため量1m訪問答式とし，その後多雪区間の幹線

にこの式を採用，機関士の降雪時における通架受授の闘ltlItを解

消， r高崎 ・ 宮内問， 福島 ・ 米沢間， '3内 ・ 柏崎間，敦賀 ・ 今庄

聞などに{吏用されている。

23 ・ 7 福井および福井操車場に， 48 型機械連動機が設備され

た。

28 ・ 2 新鶴見操車場にカース ト ッパーが設備された。

長い軌道回路の中継設備を滅らすため， コ ード軌道i回路(交

流)の試験が 27 年から中央線浅川・与前i聞に tò l 、て行われ， 30 ・

3 から八百線小宮 ・ 拝島聞において直流によるものが試験され，

上越線水上 ・ 湯怜曽聞に， 28 ・ 12 交流コ ー ド軌道回路が突施さ

れた。

自動踏切j しゃ断織は私鉄において普及され成績良好であった

が，国鉄においては 29 ・ 1 2 J直後線陸前山王・塩釜間小島街道踏

切に初めて設備され， 同年度中にこのほか 4 筒所に設備された。

凶-3 述動機の推移
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東京付近の従事運転区間のように，運転'&1皮の非常に陥L、線

区の ， 信号層進による追突事故防止対策として，地上および事

上裟置による車内主主報装置が 29 ・ 5 から試験され 30 ・ 3 京浜東

北， 111手の電車線に実用化された。

#1， 自動区間における列車の過走に対する保安設備は，安全jHlJ

線によって行われ，警戒信号~示方式(色灯式多灯型)が自動区

間のみに限 って使用されていたが，非自動区間においても答戒

信号を採用することとし ， 30 ・ 3 越後線西吉田駅に腕木式事事戒信

号織を使用した。

4 国鉄における現状

nf，和 3 1 年度末の国鉄における復線区間の自動閉塞式は，豆

長 2，330km で会複線区間の 96 % をしめ， 双信閉塞式は 116km

で， 4% である。単線区間の閉塞方式は通EZ閉塞式が大部分で，

14 ，818km ， 単線区間の 83.6% ， 自動閉塞式が 477km で 2.7% ， 連

動閉塞式は 393km で 2.2 % ， 原券式は 1 ，888 km で 10.6% ， その

他の区間が約 164km で 0.9% である。

各閉塞方式の平均閉塞区間長は，複線区間においては自動閉

塞式は 0.92km，双信閉塞式は 3.65km，単線区間における 自動

閉塞式では1.23 km ， 連動閉塞式で 4.55 km，通緊閉塞式 5.5km ，

zq券式 9.1 km で，自動閉塞式が他の閉塞装置にくらべて， 列車

回数を桶加し，運転筏度をi12め得ることがわかる。(西沢教)

レんごう|まあんそうちせいぞう己うぎょう 信号保安装置

製造工業 鉄道において列車または車両の運行上の条件を指

示する装置，および動車運転ならびに入換作業の安全を期する

ために用いる装置を製造する工業。

明治 5 年わが国に初めて鉄道が開通してから，現在は営業キ

ロ約 27，b80km に発展し， その間鉄道信号保安装置も鉄道の高

度化とともに種類 ・ 使用量が変化してをた。明治初期において

は，すべて英国から輸入した装置を使用し，その後明治末期ま

では英 ・ 米・独の製品を輸入して使用していた。明治 32 ・ 2 三

村周氏が三村工場を設立して国産の信号保安装置を製作した。

これがわが国における信号保安装置製造工業の初めてeある。そ

の後鉄道の発展とともに次第に各地に小規綾な部分品のメ ー カ

ーが出現し，大正 6 年には総合メーカ ー として株式会社京三製

作所の設立を見，また昭和 3 年には前記三村工場ほか 2 社を合

。1 して日本信号株式会社が同じく総合メーカーとして設立され，

その上米国等と技術提携をし ， 次第に優秀品の生産が可能にな
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